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生物情報科学科の新設について 

 

１． 設置の概要 
 

生物学と情報学の学際融合領域に位置する生物情報科学（バイオインフォマティクスとシス

テム生物学からなる）は、生命科学におけるゲノム研究と情報科学が融合することにより創出

された全く新しい生物学であり、今世紀の生物学における中心的な学問領域になりつつある｡

特に、これまでの生命科学は、主に少数の遺伝子を対象にしたものがほとんどであるが、生物

情報科学においては、ゲノム研究などのDNA配列などに象徴されるように、膨大なデータを定

量的に扱う点が従来の生命科学と大きく異なる。このように生物情報科学は、生命科学と情報

科学が融合することにより新しく生まれた領域である。生物情報科学の進歩は、21世紀の科学

の発展と生命の謎を解くものと期待されるため欧米では急速に教育研究体制が整えられつつあ

り、わが国の教育研究体制も遅れをとらないよう産官学界の期待があった。 

一方、本学理学部には、生物化学科と情報科学科、さらに新領域創成科学研究科（情報生命

科学専攻）などがあり、本学で教育研究を実施するうえで最適な教育環境が整っている。実際、

理学部では、平成13年度から平成17年度まで文部科学省科学技術振興調整費の採択を受けて

「生物情報科学学部教育特別プログラム」を推進し、3年間で約50名の修了者を輩出すること

に成功している。受講人数及びカリキュラムは、既存の学科とまったく遜色がないものであり、

受講した多くの学生が大学院へ進学後、生物情報科学の知識を用いてこれまでとは異なる研究

を進めていることなどの事実は、この分野の基礎教育を学部段階から系統的に行う必要がある

ことを明確に示している。したがって、本学理学部に本プログラムを継承・発展するものとし

て、平成19年度に生物情報科学科を設置するものである。産官学界からもゲノム創薬・診断や

網羅的解析技術などを使いこなせる人材教育として、生物情報科学教育を受けた人材の需要も

急速に増大しており、新学科を設置することにより学内外の需要にも十分応えることが期待さ

れる。 

 

２．学位 

 学士（理学） 

 

３．入学定員 

 学士：10名（平成21年 3年生進学予定） 

 

４．教育課程編成の考え方・特色 

生物情報科学科では、生物情報科学学部教育特別プログラムの４年間及び平成18年度設立の新

プログラムの経験を踏まえて、新しい体制でより充実した講義・実験カリキュラムを編成して学部教育

を行う。特に、生物学、情報科学の基礎講義に加えて、新しい領域である生物情報科学（バイオイン



フォマティクス・システム生物学関連）の講義を中心に行う。同様に実験についても、それぞれの基礎

実験だけでなく、コンピュータプログラミングとゲノム実験を融合させた生物情報科学実験を行い、生

物情報科学の実践力の養成も重視する。生物情報科学の分野は日進月歩であり、既存の講義で対

応しきれないような領域については、生物情報科学特別講義を開講して十分な教育を行い、学内の

関連部局のみならず、理化学研究所、産業技術総合研究所などの連携によっても幅広くかつ深い教

育環境を提供する。 

 

-学部教育が急務：生命科学と情報科学の融合 -
できるだけ早い段階からの教育が勝負の分かれ目！
生命科学における日本の中長期的リーダーシップの確保
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